100カイ　キネン　レイカイ by 伊東, 一信
Osaka University
Title100回記念例会
Author(s)伊東, 一信
Citationデザイン理論. 23 P.2-P.3
Issue Date1984-11-00
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/52707
DOI
Rights
栄 光 の100回例 会
伊 東 一 信
去 る昭和59年7月14日,兵 庫 教育 大学 に於 て第100回記念研 究例会 が開催 さ
れたQ
昭和34年11月に学会 が創立 され,同 年12月,第1回 研究例 会 が開催 されて よ
り,実 に25年になんなん とす る歳 月 を経過 して,今 回つ い に100回目 を迎 える
ことがで きた。 この喜 び は何 にた とえよ うもない。
振 り返 って今 までの研 究例会 や見学会等 の ことを思 い出 してみ る と,非 常 に
多彩 な内容 の もので あっ て,そ の一 コマー コマ が走 馬燈 のよ うに脳裡 を横切 っ
て行 く。 この25年間例 会の開催 を見合せ た とい うよ うな ことは一度 もな かった。
100回の例会 を開催 す るとい うことは,ま ことに並大抵 の ことで はない。事務
局 の方 々,役 員並 び に会員諸氏 の創 立以来 の ご努力 とご尽 力が今 こ こに実 を結
んだ もので ある。
今回 の例会 の会場 が環 境 に恵 まれた新設大学 で あった ことは,栄 光 の100回
例 会 に実 にふ さわ しい ことで あった。最初 は会場 が京都 や大阪 か ら距離的 に離
れて いるので,参 加者 が少 ないのでは ないか と危惧 されていた が,当 日は予想
以上 に多数 の会員 の方 々の ご参会 を得 て,非 常 に充実 した例 会 になった ことは
まことに喜 ば しい ことで あった。
「コ ンピュー ター と造形教育」と題 された兵庫 教育 大学 の杉 山直 樹氏 の研 究発
表は,音 楽演 奏室 とい う普通教室 とは趣 きの異 なる雰囲 気の中で行 われた。氏
の研 究発表 は コ ンピュー ター を造形 教育 の実践 の場 に どのよ うに生 かす かとい
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う点 について示 唆 に富 んだ もの であ った。研究発 表の後 、芸術棟 の中のデザ イ
ン関係設備 の紹 介 と施設 の案内 が行 われたが、充 実 した設備 と施 設 を見学 して
大 いに参考 になる もの があった。又、翌 日は丹波焼 窯元 および丹波 古陶館 を見
学 して丹波焼 につ いての認識 を深 め るこ とがで きた。緑 の樹 々に囲 まれた会場
で行 われ た今回 の研究 例会 は本 当 に心洗 われ る気分 が して,し か も実 に有意義
な もので あった。
今回100回例会 を迎 えた ところで,意 匠学会 は一 つの時代 を画 し,こ れか ら
又,気 分 も新 た に大 きく前進 して行 か なければ な らないだろ う。最近 日本 のデ
ザ イ ン界 は急 激 な発展 を遂 げた。 かつて私 がオ ランダを訪 れた際,ア ムステ ル
ダムのデザ イナー,サ ンピー ク氏 の講演 を聞 く機会 を得 た が,そ の話 の中 に「日
本 か ら来 られ たデザ イ ナーの方 々は,ヨ ーロ ッパ に来 れば仕 事 に役立 つ もの が
見 られた り,話 が聞け た りす ると思 ってい らっ しゃるよ うです が,い まや ヨー
ロ ッパ にデザ イ ン、のお手本 は あ りませ ん。 ヨー ロ ッパ の デザ イナー と日本の デ
ザ イナー は優 劣 がつ け られな いか らです。 そ してこれか ら私 自身の デザ イ ンも
どの方向 に進 むべ きか分って いないのです。」 とい う くだ りが あった。 この話
の よ うに 日本 のデザ イ ンの水準 は非常 に高 くなって来 て い る。 まさに水 を満 々
とた た えた湖 の よ うに我 々の前 に横 た わってい る。 し か しその湖 が流 出口 を求
め るよ うに,今,日 本 の デザ イ ン界は新 らしい次 の時代 の本流 を求 めて さまよ
ってい るよ うにみ える。
日本 に於 けるデザ イ ンの将来 につ いての理論 的方向性 を示す ところにも,意
匠学会 の使命 が あるの ではな かろ うか。100回例 会 を終 ったと ころで強 く感 じ
るのは,意 匠学 会が益 々発展 して,日 本 のデザ イ ン界並 びに学 界の ため に貢献
しなければな らないとい うことで ある。
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